
 

 

 

2023(令和 5)年 4 月版 

 

岩手県立盛岡第二高等学校 
 

創立 1897(明治 30)年 4 月 12 日 
 

所在地 
〒020-0887 

岩手県盛岡市上ノ橋町 7 番 57 号 

TEL 
事務室 019-622-5102 

職員室 019-622-5101 

FAX 
事務室 019-622-7950 

職員室 019-622-7952 

ウエブ http://www2.iwate-ed.jp/mo2-h/  

交通 盛岡バスセンター下車 徒歩 10 分 

校長 鈴木 広樹 

１ 設置学科等 

課程 学科 設置年度 生徒数 (2023(令和 5)年 4 月 7 日現在) 

全日制 普通科 1951(昭和 26)年 
学年 1 年 2 年 3 年 

男/女 0/200 0/182 0/175 

２ 校訓・目指す生徒像 

 校訓  「白梅精神」 進取 清楚 強健 
 教育目標 

  (1) 心身共に健康で、情操豊かな人間の育成を図る。 

  (2) 学問を探究し、実生活に即して自主的かつ積極的に行動する人間の育成を図る。 

  (3) 博愛心に富み、責任を重んじ、物事を合理的に判断し実践しうる人間の育成を図る。 

 めざす生徒像 ～社会で輝く女性に～ 

  (1) 高い目標を持ち、学ぶ意欲に溢れた生徒 

  (2) 他者の喜びや心の痛みに共感できる生徒 

  (3) 謙虚な態度と力強い信念に基づいて行動できる生徒 

 知徳体×「美」の教育 

  さあ、盛岡二高で「美人」になろう 

  

中学生のみなさんへ (中学生向け学校案内) 

バスセンター



３ 令和 6 年度の入学者選抜方法について 

 令和6年度の募集定員や選抜方法等は、令和5年10月の決定後に掲載します。 

 参考資料 令和 5 年度の入学者選抜方法 (令和 5 年 1月及び 3 月に実施済みのもの) 

【１】推薦入学者選抜 (2023(令和 5)年 1 月 26 日(木)実施) 

学科名 普通科   定員 200名 

募集定員 10％（20名） 
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次の１～３の条件を満たした上で、４の条件又は５の条件に該当する者 

なお、４、５は応募資格Ａに該当する。 

 

１ 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持ち、大学進学等を目指し意欲的に勉学に 

取り組む者 

２ 学習成績及び人物ともに優れ、基本的な生活習慣が身についている者 

３ 志願理由が明確かつ適切で、入学後も意欲的な高校生活を送ることが期待される者 

４ スポーツ、文化・芸術の活動において次のいずれかに該当し、入学後も下に示す本 

校の当該の部で引き続き活動し、活躍が期待される者 

ただし、当該部活動での活動を義務づけるものではない。 

なお、大会等の実績は、中学校１・２年次のものを含む。 

（１）中学校体育連盟等が主催する体育活動において、県大会出場以上の成績を収めた 

者（ただし、団体競技は選手として出場した者） 

（２）中学校体育連盟等が主催する体育活動において、県選抜選手（候補を含む）等の 

実績を持つ者 

（３）体操、なぎなたにおいて、特に優れた実績（国体強化選手等）を持つ者 

（４）中学校文化連盟等が主催する文化・芸術活動において、次のいずれかの成績を収 

めた者（ただし、大会名と主催団体名、参加校数・出展作品数、予選の有無等を 
明記し、その成績を具体的に説明できること） 

ア 音楽、吹奏楽において、東北大会規模以上の発表会・コンクール等に出場した 

者、又は、出場資格を得た者 

イ 書道、美術において、県最優秀賞と同等又はそれ以上の成績を収めた者 

５ 「いわてスーパーキッズ」のプログラム修了見込みの者で、入学後に下に示す本校 
の運動部で活動し、活躍が期待される者 

ただし、当該部活動での活動を義務づけるものではない。 

 

＜運動部＞ 

陸上競技、体操、バスケットボール、バレーボール、卓球、ソフトテニス、 

ハンドボール、バドミントン、なぎなた 

＜文化部＞ 

書道、美術、音楽、吹奏楽 

検 

査 

内 

容 

〇 面接 

個人面接（２回）とする（あわせて15分程度） 

 

選 

 

抜 

 

方 

 

法 

１ 調査書（100点） 

「各教科の学習の記録」１年の５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の評定合
計（25点）と２・３年の５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の評定合計の２倍 

（100点）の合計125点を100点に圧縮 

２ 実績（150点） 

調査書及び志望理由書に記載されている実績 

３ 面接（50点） 

 

＜合計 300点＞ 

※ 合計点をもとに、総合的に判断して選抜する 

一次選考の有無   無 

 

  



【２】一般入学者選抜 (2023(令和 5)年 3 月 7 日(火)実施) 

定員 200人 (推薦入学者選抜を含む)

　ABC選考について Ａ選考のみとする

　学力検査と調査書の比率 5:5

　小論文、作文、適性検査 実施しない
 

 

４ 特色ある教育活動 

 学習 

進学に対応した教育をおこなっています。「考える活動」

や「表現する活動」をより多く取り入れながら、基礎力の

定着と大学入試に対応する力の育成を図る授業がおこな

われています。先生方は授業以外の時間も質問や相談に丁

寧に対応しています。安心して盛岡二高で学びましょう。 

 部活動・生徒会活動 

運動部・文化部ともに大変活発で、東北大会や全国大会

の常連も少なくありません。優しく頼もしい先輩とともに

頑張りましょう。「歌の集い」「体育祭(タカヤアリーナ)」

「全校応援」「合唱コンクール(県民会館)」「二高祭(ステー

ジ部門は県民会館)」などの学校行事は、生徒会を中心に

自主的に運営されています。女子だけの環境の中で、自分

らしさを思い切り発揮するチャンスにあふれています。 

【全国大会出場】(令和 4 年度) 

卓球部、ソフトテニス部、なぎなた部、 

書道部、箏曲部、文学研究部、囲碁将棋同好会、視聴覚委員会 

【東北大会出場】(令和 4 年度) 

陸上競技部、体操部、バレーボール部、音楽部 および全国大会出場の各部等 

【部・同好会一覧】 

陸上競技、体操、バスケットボール、バレーボール、卓球、ソフトテニス、 

ハンドボール、バドミントン、なぎなた、書道、美術、音楽、吹奏楽、演劇、 

マンドリン・ギター、写真、ESS、箏曲、茶道、華道、文学研究、 

生物、JRC、囲碁将棋、視聴覚委員会(放送) 

 生き方指導 

「所作をみがく」「徳性をみがく」「情操をみがく」「健康を

みがく」の 4 つの「みがく」が生き方指導の柱です。女性の

生き方を考える機会がたくさん用意されている盛岡二高

で、「社会で輝く女性」の基礎づくりをしましょう。 

【生き方指導の例】 

・女性の視点から健康について学ぶ「健康教室」 

・同窓生の貴重な体験を聞く「文化講演会」  



 進路指導 

 毎年多くの生徒が大学・短大等に進学しています。進路希

望に応じて２年生から「文系コース」「理系コース」を選択

します。進路実現を後押しする「進路ガイダンス」「課外講

座」「添削指導」「小論文指導」「面接指導」も充実していま

す。生徒個々へのきめ細かいサポートが盛岡二高の特色で

す。一緒にがんばりましょう。 

 

５ 校長から一言 

盛岡二高は、盛岡高等女学校として明治 30 年に創立以来、120 年以上にわたって多くの

優れた人材を輩出してきた伝統校です。個々を大切にするきめ細かい指導と、気兼ねなく相

談できる環境づくりに努め、一人ひとりの夢の実現を目指す学校です。 

盛岡の中心部に位置し緑豊かな環境にある盛岡二高で 仲間とともに様々なことにチャ

レンジし、自分のもつ可能性を見つけ、高めましょう。 

 

６ 必要となる諸経費の概要 (2022(令和 4)年度) 

年額　単位: 円

大項目 小項目 1学年 2学年 3学年 備考
教科書代 － 9,000 7,000 1,000 選択科目等により異なります
制服代 － 70,350 － － 夏冬制服(ブラウス代を除きます)

負担金等 11,230 5,985 5,490 高体連、高文連分担金等
行事費・諸費 64,231 33,485 57,710 進路費、芸術鑑賞、行事バス代等
副教材費 36,539 20,530 32,800 資料集、問題集、実習費等

(小計) 112,000 60,000 96,000
生徒会費 6,000 6,000 6,000
PTA会費 6,700 6,700 6,700
白梅振興会費 34,000 34,000 34,000
同窓会費 2,800 2,800 2,800
記念事業基金 1,500 1,500 1,500

(小計) 51,000 51,000 51,000
授業料 － 118,800 118,800 118,800 就学支援金制度(下記)があります
入学料 － 5,650 － －

366,800 236,800 266,800

一括納入金

諸会費

3年間合計

年間合計

870,400
 

掲載した金額は、年度、選択教科等により異なることがあります。また、部活動に係る経費については記載していません。 

 

公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ 

(1) 2014(平成26)年度から県立高校の授業料に高等学校等就学支援金制度が導入されました。 

(2) この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりました。 

(3) 一定の所得未満とは、保護者等の所得について、次の算定式により計算した額が、30万4,200円未満の 

場合です(年収目安約910万円未満)。 ⇒ 【算定式】課税標準額(課税所得額)×6%－市町村民税の調整控除の額 

(4) 手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定です。 

制度について詳しくお知りになりたい方は、文部科学省ホームページ「高等学校等就学支援金制度(新制度)に 

ついて」をご覧ください。 ⇒ https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/ 

【参考】県立高校授業料・通信制受講料 全日制(月額)9,900円 定時制(月額)2,700円 通信制(1単位)190円 


